
6IBIGAWA 2008 December

　
10
月
13
日
（
月
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
の

い
び
が
わ
ア
リ
ー
ナ
で
、
独
立
行
政
法
人
水

資
源
機
構
と
徳
山
ダ
ム
竣
功
式
実
行
委
員
会

主
催
で
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
竣
功
式
が
行
わ

れ
、
旧
徳
山
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
土
交
通
省
の
金か

ね
こ
か
ず
よ
し

子
一
義
大

臣
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
転
者
代
表
の
挨
拶
で
は
、
井い

の野
勝か

つ

み巳
さ

ん
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
下し

も
が
き垣
真ま

き希
さ
ん
（
声
楽
家
）
と

北
和
中
学
校
３
年
生
が
一
緒
に
唱
歌
“
ふ
る

さ
と
”
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
竣
功
式
終
了
後
、
会
場
を
徳
山
ダ
ム
サ
イ

ト
公
園
へ
移
し
、
旧
徳
山
村
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
で
献
花
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
回
揖
斐
川
町
消
防
教
練
会
が
11
月
２

日
（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
は
、
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律

の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
隊
訓
練

の
部
と
各
個
訓
練
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
、

ど
の
分
団
も
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、

的
確
な
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
総
合

　
優
　
勝
　
大
和
分
団

　
準
優
勝
　
揖
斐
分
団

　
３
　
位
　
小
島
分
団

◎
小
隊
訓
練
の
部

　
優
　
勝
　
大
和
分
団

　
準
優
勝
　
小
島
分
団

　
３
　
位
　
清
水
分
団

◎
各
個
訓
練
の
部

　
優
　
勝
　
小
島
分
団
第
５
班

　
準
優
勝
　
清
水
分
団
第
３
班

　
３
　
位
　
大
和
分
団
第
４
班

　
４
　
位
　
揖
斐
分
団
第
２
班

　
５
　
位
　
小
島
分
団
第
４
班

　
６
　
位
　
大
深
分
団
第
３
班

　
７
　
位
　
坂
上
分
団
第
１
班

　
８
　
位
　
本
　
部
　
第
１
班

　
９
　
位
　
𦙾
永
分
団
第
１
班

　
10
　
位
　
北
方
分
団
第
２
班

◎
団
長
賞

　
最
優
秀
指
揮
者
賞
　
揖
斐
分
団
　
加か

の

う納
千ち

か

ら幹

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
小
島
分
団
　
藤ふ

じ

た田
慎し

ん

や弥

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
揖
斐
分
団
　
新し

ん

け家
正ま

さ

み巳

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
大
和
分
団
　
仲な

か

い井
淳あ

つ

し史

徳
山
ダ
ム
建
設
事
業

竣
功
式

消
防
教
練
会
開
催

厳
正
な
規
律
の
確
立
の
た
め
に

▲下垣さんと北和中学校 3 年生の合唱の様子

▲国土交通大臣から祝辞がありました。

▲小隊訓練の様子▲各個訓練の様子

▲献花式の様子（徳山ダム提頂にて）
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今
年
で
８
回
目
の
春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り

が
、
10
月
19
日
（
日
）
に
か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
約
６
０
０
０

人
の
皆
さ
ん
に
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
か
す
が
保
育
園
児
、

お
じ
ま
幼
児
園
児
の
合
同
太
鼓
演
奏
や
春
日

小
中
学
生
の
発
表
、
サ
ス
ケ
に
挑
戦
、
春
日

の
太
鼓
踊
り
の
ほ
か
幸
運
の
も
ち
ま
き
も
行

わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
特
産
品
の
販
売
、
各
種
バ
ザ
ー

も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
13
日
（
祝
）、
揖
斐
川
町
鶴
見
の
藤
橋

城
公
園
で
「
藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
快
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
、
地

元
の
ふ
じ
は
し
権
現
太
鼓
で
は
じ
ま
り
、
保

育
園
児
の
ス
テ
ー
ジ
、
子
供
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
、「
ゆ
う
た
ろ
う
」
の
石
原
裕
次
郎
の
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
は
、
笑
い
や
拍
手
の
た
え
な

い
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
ま
た
、
旧
徳

山
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
徳
山
踊
り
も
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
で
は
地
元
物
産
品
の

販
売
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
も
大
盛

況
で
し
た
。

　
11
月
１
日
（
土
）、
９
時
か
ら
「
秋
の
城

台
山
公
園
と
揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
こ

の
日
、
町
内
外
か
ら
約
300
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
役
場
を
発
着
点
と
し
揖
斐
川
歴
史

民
俗
資
料
館
、
城
台
山
公
園
、
三
輪
神
社
を

め
ぐ
る
７
．

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
途
中
、
町

並
で
は
　
倉
等
（
下
新
町
の
市
　
・
上
町
高

砂
　
）
の
見
学
を
行
い
、
豚
汁
・
甘
酒
・
美

濃
い
び
茶
な
ど
の
ほ
か
ほ
か
お
も
て
な
し
も

あ
り
少
し
短
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
楽
し
み
ま
し

た
。

　
10
月
26
日
（
日
）
揖
斐
川
沿
い
の
河
原
で

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
約
900
人
の
参
加
者
に

よ
り
、
堤
防
や
河
川
敷
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た

り
、
流
れ
着
い
た
り
し
た
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
美
し
く
安
心
し
て
利
用

で
き
る
水
辺
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
心
を
育
む
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り

開
催
！

藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り

大
盛
況
！

秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川
の

町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
！

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

〜
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
〜

▲園児の鼓隊の様子

▲いび茶のおもてなしの様子

▲熱心に作業を行う参加者の皆さん

▲オープニングを飾ったふじはし権現太鼓
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10
月
４
日
（
土
）、谷
汲
農
園
（
谷
汲
徳
積
）

で
、
さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
遊
休
農
地
の
利
活
用

を
目
的
に
平
成
11
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

西
濃
地
域
を
中
心
に
遠
く
は
土
岐
市
、
海
津

市
か
ら
42
組
150
名
程
が
参
加
さ
れ
、
秋
の
実

り
の
収
穫
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
我
が
子
が
さ
つ
ま
い
も
を
手
に
す
る
の
を

ビ
デ
オ
撮
影
す
る
両
親
や
、
つ
る
も
美
味
し

い
と
採
っ
て
い
る
人
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
焼
き
芋
や
蒸
か
し
芋
、
大
学

い
も
が
振
る
舞
わ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
（
木
）、岐
阜
県
議
会
議
長
室
で
、

森
に
か
か
る
優
れ
た
技
術
や
知
恵
を
持
つ
と

し
て
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
「
森
の
名

手
・
名
人
」
に
県
内
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
で
は
、
坂
内
坂
本
の
山や

ま
ぐ
ち口
郁い
く

さ

ん
が
森
の
伝
承
・
文
化
部
門
（
紙
す
き
）
で

選
ば
れ
、
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
玉
田
和
浩

会
長
か
ら
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、地
元
に
自
生
し
て
い
る
「
コ

ウ
ゾ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
」
を
使
っ
て
、
地
域
の

こ
ど
も
達
の
紙
す
き
体
験
活
動
に
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
玉
田
会
長
か
ら
は
、「
森
を
守
る

た
め
、
次
の
世
代
に
名
人
の
技
を
伝
承
し
て

く
だ
さ
い
」
と
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
次
の
方
々
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
河か

わ

い合
　
光て
る
い
ち一
さ
ん
（
黒
田
）

　
　
10
月
２
日
（
木
）　 

95
歳

　
土と

き岐
　
雪ゆ

き

え江
さ
ん
（
春
日
六
合
）

　
　
10
月
８
日
（
水
）　
95
歳

　
林

は
や
し

　
勇
い
さ
む

さ
ん
（
若
松
）

　
　
10
月
13
日
（
月
）　
95
歳

　
林

は
や
し

　
■じ

つ
さ
ん
（
上
南
方
）

　
　
10
月
15
日
（
水
）　
95
歳

　
横よ

こ
や
ま山

　
秀ひ

で

こ子
さ
ん
（
谷
汲
名
礼
）

　
　
10
月
18
日
（
土
）　
95
歳

　
揖
斐
川
町
遺
族
会
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式

が
10
月
21
日
（
火
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
こ
の
日
出
席
さ
れ
た
約
400
人

に
よ
り
、
町
内
の
戦
没
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
出
席
さ
れ
た
遺
族
の
皆
さ
ん
は
、
菊

の
花
を
さ
さ
げ
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
揖
斐
川
女
性
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る

献
歌
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭

〜
熱
心
に
収
穫
作
業
〜

ご
長
寿

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

森
の
名
手
・
名
人
に
認
定
！

揖
斐
川
町
戦
没
者
追
悼
式

▲山口さんおめでとうございます。

横山　秀子さん 林　 つさん

林　勇さん

河合　光一さん

土岐　雪江さん

▲追悼式の様子（中央公民館大ホール）

▲熱心に収穫作業を行う参加者の皆さん

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
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